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す
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。



衆
議
院
議
員
古
本
伸
一
郎
君
提
出
自
動
車
関
係
諸
税
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

自
動
車
重
量
税
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
八
十
九
号
）
に
お
い
て
、
検
査
自
動
車
の
う
ち
、
自
動
車
検
査
証
の
有
効
期

間
が
二
年
又
は
三
年
と
定
め
ら
れ
て
い
る
自
動
車
以
外
の
乗
用
自
動
車
（
軽
自
動
車
等
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
の
自
動
車

重
量
税
の
税
率
は
、
車
両
重
量
〇
・
五
ト
ン
又
は
そ
の
端
数
ご
と
に
二
千
五
百
円
と
さ
れ
て
い
る
。

右
に
か
か
わ
ら
ず
、
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
お
い
て
、
当
分
の
間
、
燃
費
等
の
環
境

性
能
に
関
す
る
一
定
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
自
動
車
を
除
く
検
査
自
動
車
の
う
ち
、
自
動
車
運
送
事
業
又
は
第
二
種
貨
物

利
用
運
送
事
業
を
経
営
す
る
者
が
こ
れ
ら
の
事
業
の
用
に
供
す
る
自
動
車
以
外
の
自
動
車
で
あ
っ
て
、
自
動
車
検
査
証
の
有

効
期
間
が
二
年
又
は
三
年
と
定
め
ら
れ
て
い
る
自
動
車
以
外
の
乗
用
自
動
車
の
自
動
車
重
量
税
の
税
率
は
、
車
両
重
量
〇
・

五
ト
ン
又
は
そ
の
端
数
ご
と
に
四
千
百
円
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
初
め
て
新
規
登
録
を
受
け
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
起

算
し
て
十
三
年
を
経
過
す
る
月
の
初
日
以
後
に
自
動
車
検
査
証
の
交
付
等
を
受
け
る
も
の
の
自
動
車
重
量
税
の
税
率
は
、
当

分
の
間
、
車
両
重
量
〇
・
五
ト
ン
又
は
そ
の
端
数
ご
と
に
五
千
七
百
円
と
さ
れ
て
お
り
、
初
め
て
新
規
登
録
を
受
け
た
日
の

属
す
る
月
か
ら
起
算
し
て
十
八
年
を
経
過
す
る
月
の
初
日
以
後
に
自
動
車
検
査
証
の
交
付
等
を
受
け
る
も
の
の
自
動
車
重
量

一



税
の
税
率
は
、
当
分
の
間
、
車
両
重
量
〇
・
五
ト
ン
又
は
そ
の
端
数
ご
と
に
六
千
三
百
円
と
さ
れ
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
当
時
の
福
田
大
蔵
大
臣
の
答
弁
は
、
昭
和
四
十
九
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、
全
体
と
し
て
の
消
費
抑
制
、
資

源
節
約
に
資
す
る
よ
う
に
配
慮
す
る
等
の
観
点
か
ら
、
二
年
間
の
暫
定
措
置
と
し
て
、
揮
発
油
税
、
地
方
道
路
税
及
び
自
動

車
重
量
税
に
つ
い
て
引
き
上
げ
る
こ
と
と
す
る
旨
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

御
指
摘
の
平
成
二
十
二
年
度
に
お
け
る
自
動
車
重
量
税
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
暫
定
税
率
を
廃
止
し
た
上
で
、
地
球
温

暖
化
対
策
の
観
点
か
ら
、
当
分
の
間
、
次
世
代
自
動
車
（
電
気
自
動
車
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
等
）
に
は
本
則
税
率
を
適

用
す
る
と
と
も
に
、
次
世
代
自
動
車
と
比
べ
て
、
単
位
重
量
当
た
り
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
多
い
ガ
ソ
リ
ン
車
等
に
つ
い

て
は
、
本
則
税
率
の
二
倍
（
自
家
用
乗
用
車
の
場
合
）
の
税
率
を
設
定
す
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ

る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

車
体
課
税
等
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
な
改
革
を
行
う
た
め
の

消
費
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
八
号
）
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
八
年
十
二
月
八
日

二



に
与
党
が
取
り
ま
と
め
た
「
平
成
二
十
九
年
度
税
制
改
正
大
綱
」
を
踏
ま
え
、
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
昭
和
四
十
九
年
よ
り
重
課
さ
れ
て
い
る
自
動
車
重
量
税
の
当
分
の
間
税
率
」
に
つ
い
て
、
そ
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
自
動
車
重
量
税
の
暫
定
税
率
に
よ
る
上
乗
せ
は
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
平
成
二
十

一
年
度
ま
で
の
三
十
六
年
間
、
当
分
の
間
と
し
て
適
用
さ
れ
る
税
率
に
よ
る
上
乗
せ
は
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
平
成
二
十
九

年
度
ま
で
の
八
年
間
に
適
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
上
乗
せ
分
に
係
る
増
収
見
込
額
は
、
財
務
省
か
ら
参
議
院
予
算
委
員

会
に
提
出
し
て
い
る
資
料
に
お
い
て
、
平
成
十
九
年
度
分
か
ら
示
し
て
お
り
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
平
成
二
十
九
年
度
ま
で

の
増
収
見
込
額
を
単
純
に
合
計
し
た
額
は
三
・
八
兆
円
程
度
で
あ
る
。

道
路
建
設
目
的
以
外
の
使
途
に
係
る
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
暫
定
税
率
等
に
よ
る
上
乗
せ
分
が
区
分
し
て
経
理
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

御
指
摘
の
当
分
の
間
と
し
て
適
用
さ
れ
る
税
率
に
つ
い
て
は
、
法
文
上
、
期
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

六
及
び
七
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
制
度
減
税
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
自
動
車
重
量
税
の
税
率
の
見
直
し
を

三



通
じ
た
税
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
度
以
降
、
平
成
二
十
二
年
度
の
鳩
山
内
閣
の
時
及
び
平
成
二
十
四
年

度
の
野
田
内
閣
の
時
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。
平
成
二
十
二
年
度
に
つ
い
て
は
、
支
え
合
う
社
会
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
経

済
社
会
の
構
造
変
化
に
適
応
し
、
国
民
が
信
頼
で
き
る
税
制
を
構
築
す
る
観
点
か
ら
の
税
制
全
般
に
わ
た
る
改
革
の
一
環
と

し
て
、
自
動
車
重
量
税
に
係
る
十
年
間
の
暫
定
税
率
の
廃
止
等
の
見
直
し
等
を
行
う
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
平
成
二
十

四
年
度
に
つ
い
て
は
、
新
成
長
戦
略
の
実
現
並
び
に
税
制
の
公
平
性
の
確
保
及
び
課
税
の
適
正
化
の
観
点
か
ら
要
請
さ
れ
る

特
に
喫
緊
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
自
動
車
重
量
税
に
係
る
税
率
の
見
直
し
及
び
環
境
性
能
に
優
れ
た
自
動
車
に
対
す
る

軽
減
措
置
の
拡
充
、
延
長
等
を
行
う
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
当
該
年
度
に
お
け
る
自
動
車
重
量
税
の
税
率
の
見
直
し
等
に
よ
る
減
収
見
込
額
は
、
平
成
二
十
二
年
度
は
平
年
度

千
六
百
五
十
六
億
円
、
平
成
二
十
四
年
度
は
平
年
度
九
百
二
十
四
億
円
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
単
純
に
合
計
し
た
額
は
二
千
五

百
八
十
億
円
で
あ
る
。

八
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
制
度
減
税
」
及
び
「
減
税
総
額
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
各
年
度
の
税
制

改
正
の
際
、
当
該
改
正
に
よ
る
増
減
収
見
込
額
を
一
定
の
前
提
を
置
い
て
試
算
し
て
い
る
が
、
実
際
の
増
減
収
額
に
つ
い
て

四



は
、
そ
の
後
も
各
種
の
改
正
が
累
次
に
わ
た
り
行
わ
れ
、
こ
れ
ら
が
税
収
に
及
ぼ
す
影
響
も
様
々
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
、
具

体
的
に
示
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

五


